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此の論文は昭和60年6月3日，日本歯科医学教

育学会主催で大阪大学歯学部において開催された

「WHO方式による歯科学術用語の数字記号化並
びにシミニレ ー タ ー を用いての歯科臨床実習教育
についての実地研修会」の講演の要旨を河村がま

とめたものである。

は じ め に

DR. Lance M. Rucker 
バンク ー バー・プリイティツシュ
コロンビア大学歯学部 助教授

(Assistant Professor, the University of 
British Columbia, Canada) 

河 村 洋二郎(Yojiro Kawamura) 

大阪大学名誉教授

日本歯科医学教育学会会長
(Professor Emeritus, Osaka University, 

President of the Japanese Association for 

Dental Education) 

歯科学術用語の数字記号化とシミュレ ー タ ー を

用いての臨床前の臨床基礎実習あるいは研修は世

界保健機構(WHO)の口腔保健部門が1982年以

来，積極的に検討し推奨している新しい歯科教育

理念にもとづく教育方式である。

すなわち医療に関係する専門家を養成するため

の教育で最も大切なものの1つである臨床基礎実

習教育の国際化，効率化を狙ったものである。

歯科医療並びに口腔保健活動は共に対象が人で

あり，その基礎理念は国が異っても民族人種が違

っても，宗教文化が違っても，さらに国の経済や

政治の状態が異っても根本的には相違すべきもの

ではない。医療は国際性のあるものでなくてはな

らないし，広く公平に適用さ れ る べ きものであ

る。しかし此の医療の国際性をはばむ大きな障壁

ぱ医学に関する学術用語が各国，各地域で相違す

ることである。この障壁を取り除くためには言葉

の障壁を取り除くことが鍵である。学術用語（解

剖学的名称，疾患の名称，疾患の程度，身体各部

の名称など）を各国共通にすることができれば医

療は容易に国際化しうるし，医療に関する教育の

効率化と正確化に大変役立つ。この目的を最も容

易に満たしうるものとして各国共通に用いている

数字記号によるコ ー ドを学術用語に適用すること

が人々に広く受けられ易く且つ正確に表示できる

方法として推奨できる。歯科医療では古くから歯

を番号で表示することが行われているので，この

数字記号表示方式を，より細部にわたって，より

広範囲に適用することは医学の他の分野に比べて

比較的容易である。

次に歯科臨床教育では治療についての実地研修

すなわち患者についての臨床実習が必要である。

しかし，その前段階で行う歯科臨床基礎実習の効
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率化， 近代化こそが現在必要である。 60年来たい

して変化していないマネキンを用いての実習の古

い殻から脱皮するためには思いきった頭の切りか

えが必要である。 すなわち， 人が一定の器具を用
いて遂行する特定の仕事には必ずそこに一定の論

理にもとづく作業法則が存在する。 この考え方を

歯科臨床基礎実習に適用すべきであろう。
高度科学技術の進歩は， 航空機の操縦訓練には

実際の操縦室と全く同じシミュレータ ーを用いる

ことを可能にした。 これと同じく歯科診療の実地
教育についても， 実際の診療環境と全く同じよう

に七ットされた実習ユニットで， 患者に類似した
シムレー タ ーを用いて臨床基礎実習を行うことが

要望されるようになった。 指導者の指示に従って

学生が正確に， 能率的に診療手技の基本をマスタ
ーするために此の方法は極めてすぐれている。 人

が一定の器具を用いて遂行する特定の仕事には必
ずそこに一定の論理にもとづく作業法則が存在す
る。 その論理にもとづ い て 作業 することによっ

て， その仕事は最も正確に且つ能率よく達成でき
るものである。

以上の点を十分に考慮して検討された歯科臨床
実習シミュレーシ ョ ン・トレーニング方式がWH
0口腔保健部門が現在推奨しているものである。
このトレーシング方式と前記学術用語の数字記号
方式とは対をなすものであって， 数字記号方式を
用いることによってシミュレー ク ー・トレーニン
グはより効果があがるものである。

日本歯科医学教育学会は此の新しい臨床教育シ

ステムに強い関心を持っており， 会員のために，

前記 2 つの方式を積極的に紹介して来た。 たまた
ま今回， これら方式を歯科臨床実習教育に積極的
に導入し実施しておられるアメリカ ・ メリー ラン
ド大学歯学部 お よびカナダ・プリティッシ ュ ・

コロンビア 大学(UBC)から 担当教員で あ る
Beleaky助教授とRucker助教授が来日された
ので， 此の機会を利用して此のウワ ークシ ョ ップ
を開催した。 講演と実地研修とを行うためシミ ュ

レ ー ク ーを設置している大阪大学歯学部に会場を
お願いした。 なお， シミュレー タ ーとしてのマネ
キンは只徒に人体に類似していたらよいと言うも
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のではない。 実際に治療中の患者の頭の位置， 首

の角度， 姿勢などは一定に規制されているし， 術
者の位置や姿勢も規制されているのであるから，

歯科診療に必要な， 最適に規制した条件を満たす

機能を持っていることが必要で， 無駄な機能が働
かないように一定の規格に合ったものが必要であ

る。 このことはシミュレータ ーの国際化のために

も大切なことである。 大阪大学のシミ ュ レータ ー

はWHOの規格にのっとったものである。

最初に講師を御紹介申し上げます。
ベレンキー先牛(Dr. M. M. Belenky)はアメ

リカ ・ メリーランド州バ ルティモアーのメリー ラ

ンド大学歯学部でシミュレータ ーを用いての教育
施設の主任です。 次はカナダから来られたラッカ
ー先生(Dr. L. M. Rucker)です。 ラッカー先

生はバンクーバーのUBC歯学部の歯科保存修復

学担当ですが， シミュレータ ーを使っての教育も

担当しておられます。 本日は両先生が1つのテー

マを協力してお話し下さると言う新しい形式で，

お2人が同時に浪台に立ち， それぞれの担当部分

を順次解説されます。

歯科臨床教育にシミュレーシ ョ ン・トレーニン

グ・システムを導入しての教育は両大学ほぽ同じ
時期に始められました。 全く同じ WHO 方 式 で

す。 そのような訳で 2 人がチ ームを組人で 1 つの

課題を解説することが出来るわけです。 大学が違

うし， 国も違いますから， 多少違いはあるでしょ

うが， その点は両先生から説明があると思ってい
ます。 特に違う点としては次のようなことがあり

ます。 バルティモア大学では現在は 110 人の学生

の中から此の方式の教育を受けたい学生をつのり

（約30~40人希望者がある）， その中から 10 人選
んで実施しています。 それには1つの目的があっ
て， 従来の方式で教育した学生と， 此の新しい方
式で教育した学生との間の教育効果の違いを明ら

かにすることにあります。 これに対し， UBCの
方ほ ヽンミュレー ク ーを40基設置しています（バル

ティモア大学は 10 基設置）。 40人の学生が同時に
教育を受けることができます。 この相違をあらか

じめ念頭において下さい。 （河村 記）
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メリ ー ランド大学歯学部およびUBC歯学部で

の新らしい臨床歯科学教育について

(DR. Belenky and DR. Rucker) 

将来の歯科医学の方向， また将来の口腔医療に

起こる変化を考えてみますと， 治療に対するニー

ズが変わってくると思われます。 疾患のハターン

も変わってきます。 また， 新しいテク ニックや材

料が導入されてくることによって， 治療の全容も

変わってきますし， 診療形態も変わってきます。

また患者が歯科医に要求する内容も多様化してき

ます。 このような変化が考えられる以上， 歯科医

学教育に携わる我々としても． このような変化に

合わせて対策を立てな ければならないというの
が， まずスク ートポイントです。 ただ古い制度に

どっかりとあぐらをかいてし、るだけで， いろいろ

と起こりつつある変化を無視しているのでは， 時

代に逆行することになってしまいます。 変化がい

ろいろ起きているだけでなくて変化の速度も加速

しています。 皆様も気がついていらっしゃると思

いますが， テクノ ロジーの進歩のおかげで変化の

速度が速くなってきております。 医療の中にコン

ピュ ー ク ーを広く梢極的に導入することで． 医療

形態が変化するという新聞記事がありました。 社

会的な変化も， この様な技術の変化に伴って起こ

ってきます。 北アメリカも日本もこの点は同じで

す。 向こう10年間のうちに， 家庭生活にコンピュ
ー ターが広く活用されるようになることも考えら

れます。 また銀行におけるお金の出し入れも， 機

械を相手に自動化されております。 この様な速度

の速い変化が起こりつつあるので， 人間同志の協

カの必要性が強くなってきました。 世界の他の分

野でも認識されていることだと思いますが， その

ような例の 1つとして， 日本とアメリカが宇宙科

学において協力を強化するという記事が今日の新

聞にありました。 宇宙飛行士のトレーニングにも
協力していくということです。 またフランスとの

海洋科学の分野での協力もだんだんと進められて

おります。 保健計画， 内容にも変化が加えられつ

つあります。 そして日本人の75％が各種製品のラ

ベルを非常に慎重にみて， その製造工程にも心配

をするようになってきているという記事もありま

した。 消費者もだんだんと自分の健康や医療に対

する自覚を高めて参りました。 現在では消費者に

対する情報もだんだんと増えてきております。 そ

ういう訳で， 健康管理や医療の分野の仕事に携わ

る者として， 協力関係， 共同関係を築いていかな

くてはならない庄力が， 社会から加えられており

ます。 この様なチャレンジに加えて， テクノ ロジ
ーの進歩によっていろいろな機械が増えてきてお

ります。 この様な状況を背景にしてお話を進めて
いきたし、と思います。

メリーランド大学の歯学部並びに， プリティッ

シュ ・ コロンビア大学の歯学部では， 将来の歯科

医学のあり方， 歯科医学教育， 歯科診療のすがた

を予測しまして， 教育も診療も， 1つのロジック

が必要であることを認識するに至りました。 歯科

分野におけるバフォ ー マンス（仕事の遂行）を最

適にコントロールする必要があるということ。 ま

た信頼性のあるデー タを収集するための手段， ま

た記録やコミュ ニ ケ ーシ ョ ンのための効果的な手

段が必要であること， また第三に個人にとっても

患者集団全体にとっても健康管理 ・ 医療の必要性

を感じさせる方法が必要であること等を認識しま

した。 疾患パターンも変化しておりまして， ウ蝕

が減少してきていることだけでなく， 患者の治療

に対する関心も変化しております。 ますます多く

の患者が歯科矯正治療に興味をもつようになって

きております。

バイオ ・ マテリアル（生体材料）の向上によっ

て， 審美性も， 歯質に破壊を与えることなく大幅

に改善できる方法が見つかっております。

ここで歯科治療を， 歴史的に振り返ってみたい

と思います。 古代から中世までずっと， 人類が治

療に対するニ ー ズを持っている場合には， 必ずそ

の当時できる限りのことが提供されてきました。

イタリア初期の歯科大学や1930年代の診療所では

患者のニ ー ズをすぐに満足させることだけを狙っ

ておりました。 いわゆる治療過程に， あまり注意

は払われませんでした。 更に時代が下がって座位

の場合でも立位診療でもアシスタントを採用する

ようになりました。 まだこの頃には， 口腔内の疾

J.'I. C. D., Vol. 17, No. 1 
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患を治療するのに最適な位置姿勢はどうあるべき

かを考えることなく， まわりの環境とか， 歯科器

材に自分を合わせて治療を行う状態でした。 伝統

的な診療の形態です。 いくつかの診療環境， セ ッ

ティングの例を見て い た だ き た いと思いますc

皆様にとって， おなじみの環境が出てくると思い

ます。 オペレー ク ー と患者とア 、ンスタ ントの位置

関係などをご覧いただきたいと思います。 この様

な状態の場合には， 歯科器材に自分の方を合わせ

ていくという形をとっておりますから， 術者の体

がねじれたり， 傾いたりしております。 我々人間
の活動・動きにとって， 最終的な基準である重力
に対して筋肉を安定化するた めに 使うので は な
<, 50％以上の筋肉をねじれたり， 傾けたりして

使っている状況です。 できるだけ精密な治療を患

者に提供しようとしている訳ですが， 結局は術者

の方が犠牲になっております。 また術者の潜在的

にもっている能カ・可能性が充分に発揮できてい

ない状況にあります。 歯科衛生士の場合， 術者の
体のねじれやゆがみが強く出てくることが， 衛生

士の作業の内容の性質のゆえに多いと思います。
この歯科機器に自分を合わせて診療するというの
は， ちょ うど凧がいろんな風に体を合わせるよう

に順応して治療してゆかなければならないという

状況です。 もちろん， 1つの機器の使い方にはい

ろいろありましょ うが， 臨床医としては， 既にあ

るものをただ受け入れるというのではなく， 術者
にとって最も適したものは何であるかを認識する

必要があると思います。 そして診療に従事するに
当たって， 何を， どのようにやってゆくのか， ま
たその結果をはっきりと， 客観的に計測する手段

を認識しているべきです。

できるだけ術者の負担を軽減しようということ
で， ア シスタントの使用が始まった訳です。 2人．

4人， 6人， 8人と， ア シス ク ントを増やせば増
やすほど楽になるかというふうに考え が ち で す

が， 実際はそうではなく， むしろその逆の結果に
なります。 今どのように診療 が 行な わ れている

か， 現状をいくつか述べましたが， 治療を行うの
は人であって， 歯科器材が治療するのではないと
いうことです。 ですから， 術者の潜在的な可能性

J. I. C. D., Vol. 17, No. 1 

をいかに最大限に活用するかを考えるべきです。

ここで器材と区別して， 術者に焦点を当てるこ
とが必要です。 どのようなものを作り上げなくて

はならないのかという， 製作物そのものを教育す

るのと， どういうやり方，（プロセス）でそれを作

り上げるかを教育することとは， 全く別のことで
あります。 学生はバランスのとれた動きを行うこ

とによって， 製作物を作るということを学ばなく

ても， 製作物そのものを教えられた通りに作成す
ることはできるでしょ う。 歯科医の治療のやり方

を見ておりますと， たいていそれは自分が大学で
勉強した時についた習慣によって， 診療をしてい

ることがわかります。 つまり， 臨床の技術を習う

場合には実習室があって， そこで非常に非現実的
な顎模型を使って， 無理な不自然な姿勢で仕事を

達成していきます。 この様な点に気付くと歯科医
学の将来を考える場合， 現実的な シミュレー シ ョ

ンが非常に多くの機会を与えてくれることがわか
ります。 これは他の分野では， テクノロジ ー が過

去10年間の内に多くの分野で達成してきているこ
とでもあります。 従って， 私達の大学では， バ フ
ォ ー マンス・ロジ ッ クにもとづくバ フ ォ

ー マンス
・ シミュレー シ ョ ン・トレイニングと呼ばれる新

しい教育方法を適用することを決 めました。

開会のごあいさつの時に， 河村先生もおっしゃ
いましたが， 人間の動きには基本的に生理学的法

則があります。 これを歯科の治療 に 適応し た 場
合， どうなるかということが， 出発点であった訳
です。 もちろん， 精密な製作物を作りあげるのも

重要なことですが， 臨床前実習， 又は臨床基礎実

習のときに， 作り上げる物， その結果， 製作物だ

けに注意を向けるのではなく， どのようにしてそ
れを作っていくのかというプロセスに注目する必
要があるのです。 世界中でいろいろとデー ク が集

計されておりますが， 人間が精密作業を行う場合
には， 例えば歯科の治療のような精密作業をする
場合には， 共通の姿勢がとられるということが証
明されてきております。 この様に術者にとっても

患者にとっても最も適した快適な， そしてバラン

スのとれた姿勢で診療を達成していくことが大切
です。 私はここで息者の快適さということも含め
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て強調したいと思いますが， それは多くの人が，

バ フォ ー マンス・ロジックが極めて詳細な規格に

基づいたセッティングを規定しているのは， 人間

対人間の対応というものを無視しているのではな

いか， と考えるからです。 ところが事実は反対だ

と思います。 この精密に規格されたセッティング

に基づいて， 自分の治療時の動きを認識した術者

は， 自分の注意やエネルギ ー をすべて患者との対

応に向けることができるようになると思います。

UBCにおけるバフォ ー マンス・シミュレ ー シ

ョンの使用についての経験， またメリ ー ランド大

学での経験に基づいて， 両校は非常に多くの情報

交換を行なって参りました。 この様な情報交換の

ベ ー スとして， 基本的な概念， またパフォ ー マン

ス・シミュレ ー ションの論理が， iまっきりと定ま

っておりました。 パ フォ ー マンス・ロジックとパ

フォ ー マンス・シミュレ ー ション・トレ ー ニング

は， 将来の歯科教育， また歯科診療が歩む道だと

思い， 両校はその道のための道標を立てたと言え

ると思います。

お手許の資料の最初のペ ー ジの冒頭に書いてあ

りますように， バ フォ ー マンス・シミュレ ー ショ

ン・トレ ー ニングというのは，従来の臨床前実習，

臨床前教育に代わる新しいトレイニング方法であ

り， また学生だけではなく， 診療に携わっている

人すべてに適用できるものであります。 このパフ

ォ ー マンス・シミュレ ー ション・システムは学生

に診療時の姿勢・位置・動きについて最適なコン'

トロ ー ルを提供するものであって， 長期にわたる

治療の質を維持させるものであります。 また患者

の治療にスム ー ズに移行できるように学生を準備

させるものであって， 術者のストレスや疲労を軽

減させて精神的また肉体的なやすらぎのために貢

献するものです。

このパフォ ー マンス・シミュレ ー ショ｀ノ・シス

テムの理論については， ほとんど異議はありませ

んが， それを既存の歯学部での教育に導入してい

くについては， いろいろな論議がありました。 人

にとって何かを変更することは， 決して容易なこ

とではありません。

パフォ ー マンス・シミュレ ー ション・システム

を導入するやり方は， UBCとメリ ー ランド大学

で少し違っておりました。 まず， カナダのバンク
ー バ ー にありますUBCでは学部長ドクタ ー ・ ビ
ー グリ ー の指示で， 1つの実習室（ラボラトリ ー

と呼んでおりますが）， に40台のシミュレ ー ショ

ンのステイションを設立しました。 臨床前のトレ

ー ニングがすべてこの実習室で 行な わ れます。

1981年に導入され， 歯学部の中のいくつかの臨床

学科はすばやくこのチャレンジ に取り込みまし

た。 バ フォ ー マンス・シュミレ ー ションを基にし

たトレ ー ニングを実際に適用し始めております。

対応がそれほど早くなかった請座もありました。

但し， 管理上どうしてもこのパ フォ ー マンス・シ

ュミレ ー ションのシュミレ ー タ ー を使わなくては

ならないと言うような圧力はありませんでした。

単に物理的な設備として臨床前実習のためのラボ

ラトリ ー が設立されたのでした。 UBCでのプロ

グラムに， どのように数字用語やパフォ ー マンス

・シュミレ ー ション・トレ ー ニングが具体的に導

入されたかについては， 後でもう少し詳しく申し

上げたいと思います。 しかし， トレイニング方法

の導入にあたって， 非常に大切なことの1つは，

マネキンがどのように現実的にリアリスティック

に人体を模擬したものであっても， またどのよう

に論理的なセッティングが用意されていたとしま

しても機器がそろっているだけでは， パ フォ ー マ

ンス・シュミレ ー ションとは呼べません。 換言し

ますと， 従来の実習プログラムをそのままパ フォ
ー マンス・シュミレ ー ションのラボラトリ ー に移

し換えても， それほど効果は上がらないというこ

とです。 トレ ー ニングの結果だけに注意を払うの

ではなく， プロセスにも注意を払うということが

大切です。

従来のトレ ー ニング・プログラムを更に一 歩前

進させてこのバフォ ー マンス・シュミレ ー ショソ

の環境を最大限に活用できる様な， 最適なプログ

ラムを作ることによって， 大きな効果が上がりま

した。 パ フォ ー マンスの理論を理解して， また創

造的 なプロセス を適用することによって はじめ

て， 十分な効果が上がるのだと思います。

過去3年間， このシステムの導入は決していつ
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108 歯科学術用語の数字記号化 と シ ミ ュ レ ー タ ー マ ネ キ ン につ い て

も ス ム ー ズ に進 行 し た 訳 で は な く ， 時 に は 困難に

ぶつ か っ た こ と も あ り ま し た。 も う 1 つ の パ フ ォ

ー マ ン ス ・ シ ュ ミ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム の 利点 は，

他校 と 比較 し て 一体 自 分達が ど の 程度進歩 し て き

た か を 客観的 に評価を す る こ と が で き る こ と だ と

思い ま す。

教育 を 行 な っ て い く 上で， 従来 の 専 門 用 語， 母

国 語 を 基 に し た 解剖学用 語や， 口 腔で の 治療処置

の 手順 を 記述す る 用 語 を 使 っ て い く こ と も 不可能

では あ り ま せ ん が， そ れ は 最善 の も の と は思われ

ま せ ん 。 冒 頭に述べ ま し た よ う に ， 将来の 歯科教

育 を 考 え た場合， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 手段 と し

て 学生 の 頭の 中 に あ い ま い さ を残 さ な い 非常に 明

確 な 精密 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 手段 が 必 要 で

す。 そ う い う 意味で混乱や あ い ま い さ を 省 き ， で

き る だ け 明 確 な 認識 を 打 ち た て る た め の 特定 の 手

段が数字用 語だ と い え ま す。

パ フ ォ ー マ ン ス ・ ロ ジ ッ ク を も と に し て ， 歯科

教育 で の パ フ ォ ー マ ン ス ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ

る ト レ ー ニ ン グ を 考 え る 場合， ま ず最初にすべ き

こ と は ， 将来歯科医 に な る 学生 に 術者に と っ て 最

適 の 基準姿勢 と は何 で あ る か を 明 確 にす る こ と で

あ り ま す。 ま た ， 20年， 30年の 長期間にわた っ て

歯科医 が精密な 作業を 行 う 場合， 最 も 好 ま し い 作

業点 は ど こ に あ る べ き か， 最適 な コ ン ト ロ ー ル の

た め の 点 を空間上で設定す る こ と で あ り ま す。 術

者 の 体 の 上 に 図 1 に示す よ う に空間的 に X Y Z の

直交座標を も と に解剖学的 な某準点 を い く つか選

択 し ま し た 。 こ の 基準点 を も と に ， 術者 に と っ て

の 基 準 の 姿勢を 定め ま す。 こ の 基準姿勢を要約 し

ま す と ， 坐骨結節点 と 排骨頭点 が 同 じ水平面上に

く る こ と ， そ し て 下肢は基準 と し て 垂直 に な っ て

い る こ と 。 そ し て 脊椎の 基準点 と し ま し て は， T6

（胸椎の 6 番） と S2 （仙骨の 2 番）が選択 さ れ て お

り ま す。 脊椎を真す ぐ垂直 に 保 っ て ， こ のT此 S2

が 同 じ垂線 に接触す る こ と ， そ し て 頭部は緊張が

加わ ら な い程度に 最 も 後方 に ひ い た位置を と る こ

と 。 そ う すれ ば ， 外眼角 と 耳珠を結ぶ直線が， ほ

ぼ床面 と 水平 に な り ま す。 以上申 し上げた基準点

は， 姿勢を最適に コ ン ト ロ ー ル の た め の 姿勢 を 比

較す る 場 合 の パ ラ メ ー タ ー だ と い う こ と が で き ま

J. I. C. D., Vol. 1 7 ,  No. 1 

す。 こ の 様 な パ ラ メ ー タ ー を 使 っ て 設定 し た 1 つ

の 仮説 が， 果た し て 科学的 に 証 明 で き る か ど う

か， 現在多 く の 研究 プ ロ ジ ェ ク ト が進行 中 で あ り

ま す。

こ の 様に し て ， 術 者 の 最 適 な コ ン ト ロ ー ル の た

め の 姿勢が設定 さ れ ま す と ， 次は患者 と の 位置関

係 を 定め て い く 必要が あ り ま す。 患者を 水平位に

し て ， つ ま り 患者 の せ骨が水乎 に な っ て い る 状態

で， 口 腔 内 の 作業点 が 術者 の 最適 な コ ン ト ロ ー ル

の た め の 姿勢を 維持 し た ボ イ ン ト に 来 る よ う に持

っ て き ま す。 患者 に 治療を 行 な う 場 合 に は ， ま ず

患者 の 口 腔 内 の 健康状態が ど う い う 状態で， ど の

よ う な 処置をす る 必要 が あ る か を 客 観的に把握す

る 必要 が あ り ま す。 そ の場合， ．ン ラ ボ ・ ニ ュ ー メ

リ ッ ク ・ ラ ン ゲ ー ジ ， （Syllabo-Numeric Lan­
guage と 呼ん で い る ） す な わ ち 1 つ の 音節 と 数字

と の 組み合わせか ら 成 る 数字用 語 を 用 い ま す。 患

者 の 健康状態， ま た必要 と す る 治療， 両方を 表現

す る 場合 に ， 音節 と し て は， ta （ 夕 ） と い う 音を

使い ま す。

次 は 治療を行 な う 対象部位 ですが， 細か く 規格

し て い か な く て は な り ま せ ん 。 こ の 場合 の 音節

は， ma （ マ ） と い う 音節で表現 し ま す。

患者 の 口 腔 内 の 1 つ の 解剖学的 な 部位 を 治療 の

対象 と し て ， ma （ マ ） と い う 音節で決め ま すが ，

次 に そ れ を 細分 し て ， 基準 と な る 面 と か線 と か点

と か に 分 け て 表現す る 場合 に は， mo （ モ ） と い う

音を最初に使い ま す。 こ の 空 間 に ， 座標 Z , Y ,  
X を定め て 使 う わ け です。

ま ず， 全 部 で どれだけ の 音節， 信号 の 組合わせ

が あ る か を 紹 介 し ま す。 そ の 内 の い く つ を 両 校 で

実際に 使 っ て い る の か説 明 し て お き た い と 思 い ま

す。

ま ず次 の mi （ ミ ） ですが， こ れ は術者 を 意味

し ま す。 パ フ ォ ー マ ン ス ・ ロ ジ ッ ク か ら 導かれた

，，＜ フ ォ ー マ ン ス ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ ト レ ー ニ ン

グ の 方 法に は こ れ 以上 の 音節 と 数字の組み合わせ

が あ り ま す。 し か し ， U B C ・ メ リ ー ラ ン ド の 両

校 では ， 現在 の と こ ろ ， Z • Y • X の 座標 と ， ta

（ 夕 ） ， ma （ マ ） ， mo （ モ ） ， mi （ ミ ） を 中心に使

っ て お り ま す。
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図 l 作 業 姿 勢 の 基 準

me （ メ ） ， と い う 音節 は ， 機械， （ ハ ー ド ウ ェ

ア ） に 使 い ま す。 例 え ば ハ ン ド ピ ー ス な ど です。

こ の me （ メ ） の 中 に は ， 術 者 が 治療 を 行 な う セ

ッ テ ィ ン グ の 中 の ， す べ て の ハ ー ド ウ ェ ア の 構成

要 素 が 含 ま れ ま す。

mu （ ム ） と い う の は， me （ メ ） を 細分化 し た

me （ メ ） の 中 の 基 準 の 線 ・ 点 ・ 面 で あ っ て ， me 

（ メ ） の ハ ー ド ウ ェ ア を 治療部位 で あ る ma （ マ ）

ゃ ， ま た そ の 細分化 し た基 準 の mo （ モ ） に 関 係

づ け る 時 に ， こ の mu （ ム ） と い う 音節 を 使 い ま

す。
最後 に te （ テ ）， to ( I- ) と い う 2 つ の 音節が

あ り ま す c te （ テ ） は 操作 の 手 順 を 表わ し ま す。

to （ 卜 ） は 1 つ の 手 順 を 行 な う 場合， 更 に 細分類
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し た も の ， あ る い は 手 順 に 加 え ら れ る 力 だ と か方
向 の 量を表わ し ま す。

今 ま で数字用 語 の 大切 さ を お話 し て 参 り ま し た
が ， U B C ・ メ リ ー ラ ン ド校 ・ 両校 と も 実際 に教
育 の 中 で使 っ て い る の は ， 現状では数字 と プ ラ ス
母 国 語 で ， ち ょ う ど そ れ を ミ ッ ク ス した形で使 っ
て お り ま す。

カ ナ ダ で も ア メ リ カ で も ， な ぜ歯科教育 の 中 に
わ ざわ ざ新 し い 数字 と 言 う 言葉， 言語を樽 入 し な
く て は な ら な い の か と ， 質問が た く さ ん あ り ま し
た。 H 本語 で も 同 じ だ と 思 い ま すが， 英語に は 同
じ 1 つ の こ と を表現す る の に ， 言 葉 の 表現 と し て
た く さ ん あ り ま す。 例 え ば， 歯 の 頬側面 です と 頬

側面， 唇側面 と い う 言葉 が あ り ま すが， 英語 で も
buccal と か labial, vestibular, facial 等 々 た ＜
さ ん の 表現が あ り ま す。 U B C で パ フ ォ ー マ ン ス
・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ‘ノ ・ ト レ ー ニ ン グ を導入す る 場

合 に ， 術者 の ポ ジ シ ョ ン の ば ら つ き を ， 作業点 と

関連づ け て 定義す る 場合， 最初母 国 語つ ま り 英語
を 使 お う と し て お り ま し た 。 と こ ろ が経験を 少 し
積み ま し て ， 母 国語 と 比較 し ま す と ， 笥域に よ っ
て は ， 今紹 介 し た ， 、ン ラ ボ ・ ニ ュ ー メ リ ッ ク ・ タ

ー ミ ノ ロ ジ ー ， （音節 と 数字の組み 合わせ） で 表

現 し た方が， は る か に 容 易 で あ る し ， iま っ き り し
て い る こ と がわか り ま し た。

も う 1 つ数字用 語 の 利点ぱ， 例 え ば私が 日 本 や
ド イ ツ で話を す る 場合 に 「lingual cusp tip of 

maxillary premolar」 と 言 い ま す と ， ま ずそれ
が 「上顎小 臼 歯 の 舌側咬頭頂」 と 訳を さ れ る の を
待つ し か 仕方 が な い 訳 です。 し か し ， も し お互い
に数字用 語 を 知 っ て おれば， 5 • 3 • 1 • 6 • 4 • 8 •
1 と 言 え ば， そ れ は 1 つ の こ と を 意味 し ま す か
ら ， 誤解な く 意志 の 疎通 を は か る こ と が で き ま
す。 U B C では ， こ の 母 国 語 と 数字用 語 と の ミ ッ

ク ス と い う 形で現在使 っ て い る の は ， いわば妥協

策 だ と 考 え て い ま す。 北 ア メ リ カ の 大半の 開業医
は 現在 こ の 数字用 語 を 知 り ま せ ん し， 歯学部 の 教
授陣や学生 は 開業 医 と も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン し て
い か な く て は な ら な い の で， 妥協策 と し て こ の ミ
ッ ク ス し た形が と ら れ て お り ま す。

では具体的に数字用 語 を 使 っ て ど う 表わすか実
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例 を ご 紹 介 し た い と 思 い ま す。 術者 と 患者 の 位 置
関係を規格す る の に使 う 例が こ こ に あ り ま す。 ま
ず術者が患者 の 周 り で ど う い う 位置に あ る の か ，
患者 の頭部を左右の どれだ け の 傾 き に し て い る の
か， 患者 の 頭部の 前後的 な 傾 き は どれ位か， ま た
開 口 度 は ど う で あ る か， そ し て 患者 の 治療台 の 高

さ を 上下す る の を ， 数字で規格 す れ ば ど う な る
か， 紹 介 し ま す。

ま ず 「mi • 1 十 一 」 と い う の は， mi C ミ ） は 術

者 と い う 意味 です。 術者 と 患者 の 位置関 係 を 規定
し て お り ま す。 バ フ ォ ー マ ソ ス ・ ロ ジ ッ ク に 基づ
い て 治療を 行 な う 場 合 に は ， す べて の 口 腔 内 の 手

順は， 図 2 に あ り ま す様 な 12時半か ら 10時 ま で の

ボ ジ シ ョ ン で で き ま す。 こ の 段階を 数字で表現 し
た も の が ， 右 に あ り ま す。 「mi l + l」 か ら 「mi
1 - 4」 ま での 領域 内 に 入 り ま す。 「mi 2 十 一 」 は

患者 の 前後的 な 頭部 の 動 き ですC Z · Y · X の 座標
を設定 し て あ り ま すか ら ， Y の プ ラ ス の 方 向 と マ
イ ナ ス の 方 向 ， つ ま り 時計 回 り と 反対回 り と の 範
囲 が 定 め ら れ て い ま す。 「mi 3 + - 」 は患者 の 頭
部 の 左右へ の 傾 き です。 左右 そ れ ぞれ， 真す ぐ 上
を 向 い て い る の を 0 度 と し て ， 45度 ま で の 傾 き が
あ り ま す。 「mi 3 + 1」 「mi 3 + 2」 「mi 3 - 1」 「mi
3 - 2」 と な っ て い ま す。 患者 の 開 口 度 も や は り 数
字で表示 さ れ て い ま す。

U B C で も メ リ ー ラ ン ド大学で も ， 最 も 導入す

る の が簡単であ っ た数字が， こ の 図 3 に示 し た 3
桁の 数字で手指の コ ン タ ク ト ・ ポ イ ン ト を 定義す

る も の です。 こ の 3 桁の mi （ ミ ） の 定義 の 基 準
点 の 数字を使い ま す と ， ハ ン ド グ リ ッ プ お よ び グ
リ ッ プ の し方， ま た器具 と 手指 の コ ン タ ク ト ・ ボ
イ ン ト を 定義す る こ と ， ま た 術者 の 空間 内 の 定め
た原点か ら ど の よ う に 部位が変わ っ て き て い る か
な ど を表現す る こ と が で き ま す。

学生は 歯学部 に進学 し た 最初 の 日 に ， こ の 手 指
の基準点を学び ま す。 40名 の ク ラ ス に こ の 基準点
を教 え る の に ， 12分 し か か か り ま せ ん 。 最初 に 習
っ て か ら 今 日 ま で， そ れ を 忘れ て し ま っ た学生は
1 人 も い ま せ ん 。 し ば ら く の 問使 っ て い な い と ，

反応の 速度 が 少 し落 ち る こ と は あ り ま すが， 非常
に 覚 え 易 い も の です。 こ の 様 な 3 桁 の 基準点を使
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図 2 術 者 と 患 者 の 位 置 関 係

う こ と に よ っ て ， 器具を 使 っ て 作業 を す る 場合，
器具の 先が働 く 領域や ， そ の 範囲 を ど の よ う に コ
ン ト ロ ー ル すれば 良 い か な ど に つ い て 学生 の 自 覚
を 高 め る こ と が で き ま す。 学生が 器具 を把持 し 手
指を器具に接触 さ せ る 必要 が あ る 仕事では， ど の
よ う な 専 門 分野 で も ， こ の 方式 を 適用 す る こ と が
で き ま す。

こ こ で， 大変大切 な こ と を 補足 い た し ま す。 ラ
ッ カ ー 先生が学生 の 自 覚が 高 ま る と お っ し ゃ い ま
し た が， こ の 様 に 数字用 語 を 使 い ま す と ， 極 め て
精密 に ， ま た 高 度 に規格化 を 進 め る こ と が で き ま

す の で， 学生は ど れ だ け の 精密 さ が要 求 さ れ て い
る の か ， ど の よ う な プ ロ セ ス で仕事 を 行わ な く て
は な ら な い か ， を 自 覚す る よ う に な り ま す。 母 国
語を使 う よ り も は る か に 規格 の 度合 が 高 ま る の
で， そ の ぶ ん 自 覚が 高 ま り ま す。 図 4 では 手 に 印
が 入 っ て お り ま す が ， こ れは 決 し て 学生 に 刺 青 を

入れ さ せ て い る 訳で は あ り ま せ ん 。
mi （ ミ ） の 基 準 を 使 い ま す と ， 更 に 視 線 に つ い

て の 規格 を 行 な う こ と が で き ま す。 直視 の 場 合 に
も ， 鏡 視 の 場 に も ， 線 視 に つ い て の 規定が で き ま
す。 学生は こ の 様 な は っ き り と し た 基 準 を 与 え ら
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図 5 歯の表面の部位を示す数字用語

れ る こ と に よ っ て ， 視線や ミ ラ ー の ポ ジ シ ョ ン に
つ い て 自 覚 を 高 め る こ と に な り ま す。 そ し て 最終

的 に は ， 自 分 の 体 を ゆ が め た り ， 動か し た り す る
よ り ， ミ ラ ー を 動か し た方がは る か に簡単だ と い
う こ と を 自 覚す る よ う に な り ま す。 歯科大学の 教
育 の 中 で， ミ ラ ー の 使用 は 臨 床 実 習 に 入 っ て 初 め
て 勉強す る こ と は 決 し て 珍 し い こ と では あ り ま せ
ん 。 そ の た め歯学部に 入 っ て 3 年め の 学生が 自 分
が治療 し て い る 患者 を 目 の 前 に し て ， 私 に ， 作業
点 を み る た め に は ミ ラ ー を ど の よ う に し て 使 っ た

ら 良 い の ですか， と い う 質問 を す る こ と も 決 し て

珍 し く は あ り ま せ ん 。 パ フ ォ ー マ ン ス ・ シ ミ ュ ー

レ ー シ ョ ン ・ ト レ ー ニ ン グ の 方法では， ミ ラ ー の

使用 は， ト レ ー ニ ン グ の ご く 最 初 に 徹底的 に 行 な

われ ま す。 従 っ て ， 姿勢を犠牲に し て 直視を す る

の では な く て ， 基準姿勢を 保 ち な が ら ミ ラ ー を 動
かす こ と を 学生 は十分に 習 得 し ま す。 歯科医 と し
て ， そ の 診療生活を通 じ て 最 も 注 目 し な く て は な

ら な い歯 の 各部分 も ， 数 字 に よ っ て 基準を設定す
る こ と が で き ま す。 こ の 歯 の そ れ ぞ れ の 部位を

表わす数字についてた詳細は略 し ま すが， そ の 一

例 を 図 5 を示 し ま す と ， 「mo 3」 は 歯 の 表面 を 表
わ し ま すc 「mo 3 • 1」 が咬合面， 「mo 3 • 2」 が歯

肉 側 の 面， そ し て 「mo 3 • 3」 が頬側， あ る い は

唇側面， 「mo 3 • 4」 が舌側面， 「mo 3 • 5」 が近心

面， 「mo 3 • 6」 が遠心面 と な っ て お り ま す。 明 確
に歯の表面 に つ い て 表現が で き ， ま た コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が で き る よ う に な っ て お り ま す。

こ の よ う な 数字 の 組み合わせ に よ っ て ， ど の 歯

の ど の ポ イ ン ト も 数字 で命 名 で き る よ う に な っ て

い ま す。 こ の 「mo （ モ ）」 と い う 数字用語は ト レ
ー ニ ン グ の た め の 専用 の も の で， 診療に際 し て の

診断 と か 治療計 画 に用 い ら れ る も の では あ り ま せ

ん 。 こ の 点 ご承知 お き 下 さ い。

次 に 両校で実際に ど の よ う な 実習 を 行 な っ て い
る か， ご 紹 介 申 し上げ ま す。

ま ず， 学生が裔洞形成する 場合 ど の よ う な プ ロ
セ ス で行い ま た 自 分が 行 っ た結果を ど の よ う に

計測 し て ゆ く かか ら 説 明 し ま す。
高 速 の ハ ン ド ピ ー ス に 先端が フ ェ ル ト でで き て

い る マ ー キ ン グ ペ ン を つ け ， こ れ で歯に 腐洞形成
の た め の マ ー キ ン グ （ 印 付け） を 行い ま す。 こ の

方法に は い く つ か の 利点 が あ り ま す。 ハ ン ド ビ ー

ス を 使 う こ と に よ っ て ， 次 に 行 な う こ と に な る 実

際 の 切削 作業 と 同 じ状況で実習す る こ と が で き る

こ と です。 第 2 番 目 の 利点 と し て 直視 の 場合 に も
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鏡視の場合で も ， バ ー を 使 っ て い る 時 と 同 じ視線
の 角度 を こ の マ ー キ ン グ 実 習 で再現 で き る こ と で
す。 ミ ラ ー を 使 っ て 視線 を 確保す る 場 合 に ， ミ ラ
ー の 位置が基準 の 領域か ら はずれ る と ， 切 削 の 場
合 に は ミ ラ ー の表面がぬれて し ま い ま す が， マ ー

キ ン グ の 場 合 に は プ ル ー の 色 が 見 え ま す の で， ミ
ラ ー の 位置がはずれて い る こ と が 本 人 に わか り ま
す 。 今 一 つ 心J!I! 的 な 効 果 が あ り ま す" ma （ マ ） △
と mo （ モ ） △ の 基準点 を勉強す る 最初 の 実習 の
時か ら 歯科診療で最 も 重要 な 器 具 の 1 つ であ る ハ
ン ド ピ ー ス を 手 に握 っ て 実習す る こ と は心理的に

重 要 で あ り ま す。
，，ヽ ン ド ピ ン ス に バ ー を つ け て 切 削 す る 時 の 歯 と

，，ミ ー と の 関 係 を 極 め て 精密 に マ ー キ ン グ実習の場
合 に も 再現す る こ と が で き ま す。

こ の よ う な 実 習 に よ っ て ， 実際に高速 ハ ン ド ピ
ー ス で切 削 を 行 う 前 の 段階か ら 歯 の 表面 の 寸法に
つ い て 自 覚 を 高 め ， ま た 精神運動的熟練 （psy­
chomotor skill) が達成 さ れ る こ と を 助け ま す。

こ の よ う な 極 く 初期 の 基本 的 な 実 習 の 場合 に も
ミ ラ ー を 使 う 点 に ご留意下 さ い 。 直視が 口 腔 内 で

禁忌 の 部位， つ ま り 術者の姿勢 に矛盾が生 じ る よ
う な 部位では ミ ラ ー を 使 っ て 実習 を 進 め ま す。 拡

大率10倍 の ル ー プ を 使 っ て マ ー キ ン グ の 結果 を 調
べ ま す。 舌側 の 咬頭頂を基準点 と し て 選 ん で い ま
す か ら ， そ れ を 基準 と し て Y軸， X 軸 の 方 向 に 沿

っ て そ れ ぞれ の 極限点 を 計測 し ま す。 計測結果を
学生本 人 が規定 の 記録用 紙 に 書 き 込み ま す。 こ の
記録用 紙欄 に は 最初 に 意 図 し た 寸法が記 入 し て あ
っ て ， 次 に 実際 に 切 削 し た 結 果 の 実 測値を記入す
る よ う に な っ て い ま す。 次 の 欄には両者を比較 し
て バ ラ ッ キ の 程度が ど れ だ け あ っ た か を 記入す る

よ う に な っ て い ま す。
こ の よ う に極 く 初期 の マ ー キ ン グ実習 で学生は

自 分 の 作業 の 正確 さ が ど の 程度 で あ っ た か即座に
知 る こ と が 可能 に な っ て い ま す。 学生本人が 自 分
の 技術 の 精密 さ 程度 を 評価す る 方法 を 与 え ら れ て
い る こ と は教育的 に重要 で強調す べ き こ と です。

こ の よ う に 仕事 を 行 っ た結果， す な わ ち製作物
の 出来上が り ， と そ の 仕 事 を 行 っ た プ ロ 七 ス ， ぉ
よ び此 の 両者 の 関 係 が シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ ト レ ー
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ニ ソ グ では十分に よ く 理解 で き ま す。
マ ー キ ン グや 切 削 の 実習 が終れ ば ， 指導者 は 実

習結果 に つ い て 前記 3 点 を 含め仕事遂 行 に 関連す

る 要素 に つ い て 評価 を 行 い ま す。 両校 で は評価用

の用 紙 （ ア セ ス メ ン ト ・ フ ォ ル マ ッ ト ） を 用 意 し

て い ま すが， 1 人 の 指導者 が 10人 の 学生 を 評 価す
る よ う に作成 さ れ て い ま す � 評価は 「0 • 1 • 2」 と
い う 簡単 な も の で． 「 O 」 は特定 の ， 所定 の事項に
つ い て 許容 さ れ る 基準 内 に あ る 場 合 ， 「 2 」 は所定
の事項に つ い て 自 覚が 不 足 し て い る こ と を 意味 し
て い る 。 こ の 自 覚不 足 と は 例 え ば肘が 曲 っ て い て
姿勢が基準か ら はずれ て い る と か， mi ( ミ ） で表
現 さ れ る 患者 に対す る 術 者 の 位置が正 し く な い と
か言 う こ と です。

いずれ に し て も シ ミ ュ レ ー シ ョ ‘ノ ・ ト レ ー ニ ン
グ ・ シ ス テ ム の 大 き な 特徴は シ ミ ュ レ ー ク ー で学

ん だ 条件 を そ っ く り そ の ま ま 臨床 の 場 に 移 し 変 え

る こ と が で き る こ と です。 そ れ は環境の 規格 も 全

く 同 じ に な っ て い る か ら です。 環境の 構成や機能

す る 物 の 規格 は ， け っ し て 勝手 に 作 ら れ て い る の
で は な く て ， 人体の 計測値に基づ い て 科学的根拠
に準拠 し て 作 ら れ て い ま す。 人体 の 計 測 を 行 な う
装 置は OPPM 装 置 （ オ ペ レ ー ク ー ・ ポ ジ シ ョ ン
・ ボ ス チ ャ ー ム ー プ メ ン ト 計測装 置） と 呼ばれ る

も の です。 人 に は仕事 を 行 う 場合共通 し た 傾 向 が
あ っ て ， 精密作業 は 正 中面 の 中 で心臓の 高 さ で筋
肉 を 安定 さ せ て 行 う 。 こ の よ う な 生理 的 な 共通事
項に基づ い て 規格化 さ れ て い ま す。

次 に患者に つ い て の 臨床 実 習 の 環 境 に つ い て 説
明 致 し ま す。 患者に つ い て の 臨床 実 習 に つ い て も
基準 と な る セ ッ テ ィ ン グ を 行 っ て い る 点 は メ リ ー

ラ ン ド 大学 の 新 し い 特徴 です。

此 の 診療 ユ ニ ッ ト は O MU （ オ プ テ ィ マ ム ・ マ

ネ ー ジ メ ン ト ・ ユ ニ ッ ト ） と 呼 ん で い ま す。 息者
の 待合室， 処饂室 （ ト リ ー ト メ ン ト ・ エ リ ア ） ， 予

診室 （ ク イ ッ ク ・ チ ェ ッ ク ・ エ リ ア ） ， 医員室 ， 医 局 ，
技工室 ま た 口 腔衛生に 関 す る 相談室な ど か ら な っ
て い ま す。 相談室は歯科衛生士が使 う こ と が 多 い
の ですが人 と 人 と が対応す る こ と を 第一義的 に 目
的 と し て 設定 さ れ た 部屋です。 人 と 人 と が対話を

す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ の 場 と ， 体 を 動か し て 行
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な う パ フ ォ ー マ ン ス の 場 と を は っ き り 分 け て い る
こ と が重要です。

処 置 部 の 中 で重要 な 要素 は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の
場合 と 空問的配置は全 く 同 じ に セ ッ ト し て あ り ま
す。

O M U （ オ プ テ ィ マ ム ・ マ ネ ー ジ メ ン ト ・ ユ ニ
ッ ト ） に は歯科医師 で あ る 教員 2 名 ， 助手 2 名 ，
歯科衛生士 1 名 ， 受付要員 1 名 の 計 6 名 が勤務 し
て い ま す。 技工室は 2 ケ 所 に 分 かれ て お り ， 鋳造

を 行 っ た り ， 石膏模型 の た め の 作業室 ， 研磨室，
イ ン レ ー や ク ラ ウ ン な ど の 作業室 な ど か ら な っ て

い ま す。
パ フ ォ ー マ ン ス ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ‘ノ ・ ト レ ー ニ

ン グ シ ス テ ム に よ っ て 実 習 を 終 了 し た後 ， 最初 に

臨床実習 を 行 な う の も 此 の O M U で あ り ま す。
メ リ ー ラ ン ド 大学歯学部 に 設 置 さ れ た 此 の O M

U 治療 ュ ニ ッ ト は 今 後 各大学 の モ デ ル に な る も の
と 思われ ま す。 し か し ， ， 現在此の よ う な O M u

を設置 し て い る 大学は あ り ま せ ん か ら ， U B C で

も 北 米 の 大半 の 歯学部 で も ， 卒業生 の 大 半が あ ま
り よ く な い 臨床実習環境 で教育 さ れ 開業す る こ と
に な り ま す。 U B C に つ い て も 臨床 実 習 の た め の
学生診療室 に は 残 念 な が ら い ろ い ろ と 論理的でな

い ， シ ミ ュ レ ー シ ョ ノ` ・ シ ス テ ム に 矛盾す る よ う
な 個 所 が い く つ か あ り ま す。 し か し過去 3 年 間 の
経験か ら は 次 の よ う に 言 え ま す。 シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン に よ る ト レ ー ニ ン グ を 受 け た 後 で は ， い わ ゆ る
矛盾 を も 含 ん で い る 古 い 臨床実 習環境 で実 習 を 行
っ て も ， 学生 は 自 分 の 行 な う 仕事 に ど う い う 要素
が影孵す る か を 十分 自 覚 し て い る の で． 環境条件
に 妥協 し な く て は な ら な い 楊合 に も 自 分が妥協 し
て い る こ と を 自 覚 し て お り ， ま た そ の よ う な 妥協
を 最小限 に と ど め る た め に は ， ど う し た ら よ い か
を た え ず考え な が ら バ ラ ン ス を 保 と う と 努 力 す る
よ う に な っ て い る よ う です。

先に述べ ま し た よ う に ， メ リ ー ラ ン ド 大学歯学
部 で は ， 従 来 の ト レ ー ニ ン グ方式 と シ ミ ュ レ ー タ
ー ・ ト レ ー ニ ン グ 方 式 の 教 育効 果 の 比較 を 行 い ま
し た。 こ の 評価の 対称は作業結果 と 結果 の 正 確 さ
の 2 点 で あ り ま すが ， 最初 の 2 年間 の結果か ら は
バ フ ォ ー マ ン ス ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ‘ノ ・ ト レ ー ニ ン

グ ・ シ ス テ ム で教育 を 受 け た 学生 の 作業結果は従
来 の 方 式 で ト レ ー ニ ン グ を 受 け た 学生 と 同 等 の 正
確 さ が あ る こ と が わ か り ま し た 。 今 一 つ シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン 方式 の 大 き な 利点 と し て ， 患者臨床実習
に移 っ た場合， 診療環境 と 全 く 同 じ環境で ・ン ミ ュ
レ ー シ ョ ン 実 習 を 行 っ て い る た め ス ム ー ズ に臨床

実 習 に移行 し て い け る こ と が証 明 さ れ ま し た 。 ま
た 臨床実地試験 に 際 し て も シ ミ ュ レ ー タ 一 方式で
教育 を 受 け た 学生 の 方 が試験 で ど の よ う な こ と が
期待 さ れ ， ど の よ う な 結 果 を 達成 し な く て は な ら

な い か を は っ き り 自 覚 し て お り ， そ の た め に不安
や心配が 少 な い こ と が 明 ら か に さ れ ま し た 。 ま た ，
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ ト レ ー ニ ン グ では総 て が極め
て 明 確に規格化 さ れ て い る の で学生に と っ て 非常
に勉強 し 易 く 且 つ 自 分 の 受 け て い る ト レ ー ニ ン グ

に つ い て 情熱 を 持 っ て と り く め る と 学生 自 身 が述

べて お り ま す。 指導教員 の 意 見 も ， ．ン ミ ュ レ ー タ
一 方式 で教育 を 受 け た学生 の 方が患者に対 し て ど
う 仕事 を 行 う べ き か ， ま た 仕 事 を 達 成 し た 後 ど の
よ う に 自 分 の 行 っ た仕事を評価 ・ 判定 し た ら よ い
か を は っ き り 詑 識 し て い る よ う だ と 観察結果を述
べ て お り ま す。 勿論， 今 後 も こ の O M U 診療室 で
の 臨床実習 の 状態を 比較研究 し な が ら ， 現在 の 初
期 に 認め ら れ た 利点が最後 ま で続 く も の か ど う か
見 と ど け た い と 思 い ま す。

尚 ， シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ ト レ ー ニ ン グ に つ い て

現在問題 と し て 取 り 」ー
． げ て い る 1 つ は座高 の 問 題

で あ り ま す。 身長が 余 り に も 高 す ぎ る 学生 は ， 作

業点 と の 視線 長 を調節す る た め に 頭部を前傾 さ せ
な く て は な ら な い と 言 う 問題です。 座高は非常に
軍要 な バ ロ メ ー タ ー の 1 つ で学生すべ て の 座高 を

計測 し こ の バ ロ メ ー タ ー を ど の よ う に調整すれ ば

よ い か よ り は っ き り さ せ ま し た。 ま た 細 か い 対象
物 を 見 る た め に は作業点 ま で の 視線長が人 に よ っ

て 異 な る こ と が 明 ら か に な り ま し た。 快適 な 視線

長 と 作業点 と 目 と の 距離 に 差が あ る 場合 に は 眼鏡

を か け る な ど し て 視線長 の 方 を 調 整 す る 可能性を
現在 し ら べ て お り ま す。 こ れ は 視 覚的に最適 な 視
線長 を う る た め に ， 作業空間 で の 姿勢が犠牲 に さ
れ て は 困 る か ら です。 以 上
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追記 ： 此の ワ ー ク シ ョ ッ プ は 4時間の講演と3 0

分の質疑， 1時間の実地研修か ら なる長時間の プ

ロ グラ ム であ っ たので， 紙面の都合上， 講演 内 容

のみと り あげ要点を解説的にと り あげた。 非常に

多 く のスライ ド を供覧 さ れたが， その殆 どを省略
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した。 御容赦 い ただ き た い。 シ ミ ュレー シ ョ ‘ノ・

ト レー ニ ング・ シス テムおよび歯科学術用語の数

字記号化につ いては来年早々にもWHO よ り 綜合

的報告が刊行 さ れ る 予定である。


